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(57)【要約】
【課題】高い発光効率を有するとともに放熱性が良好な
照明装置を提供することを課題とする。
【解決手段】実施形態に係る照明装置は、発光素子を保
持した第１面、この第１面と反対の第２面、および第１
面と第２面を連絡した貫通孔を有するベース部材と、こ
のベース部材の第１面側で発光素子に対向して配置され
た光学レンズと、ベース部材の第２面側でベース部材に
熱的に接触して配置された放熱部材と、を有する。光学
レンズは、貫通孔に外気を導入するための通風路を有す
る。放熱部材は、通風路および貫通孔を介して導入され
る外気に接触して熱交換することで、発光素子の熱を放
熱する。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子と、
　この発光素子を保持した第１面、この第１面と反対の第２面、および上記第１面と上記
第２面を連絡した貫通孔を有するベース部材と、
　このベース部材の上記第１面側で上記発光素子に対向して配置され、上記貫通孔に外気
を導入するための通風路を有する光学レンズと、
　上記ベース部材の上記第２面側で上記ベース部材に熱的に接触して配置され、上記通風
路および上記貫通孔を介して導入される外気に接触して熱交換する放熱部材と、
　を有する照明装置。
【請求項２】
　上記光学レンズの上記通風路内に配置されて上記ベース部材の上記貫通孔を囲むように
上記ベース部材の上記第１面に接触した筒部材をさらに有する、
　請求項１の照明装置。
【請求項３】
　上記筒部材は、上記光学レンズの上記通風路の内面に接触して配置される、
　請求項２の照明装置。
【請求項４】
　上記筒部材は、上記光学レンズに隙間を介して対向した反射面を有する、
　請求項２の照明装置。
【請求項５】
　上記通風路を介して導入される外気を上記発光素子に接触させないように上記貫通孔へ
導くための筒部材をさらに有する、
　請求項１の照明装置。
【請求項６】
　上記光学レンズは、回転対称形である、
　請求項１乃至５のいずれかの照明装置。
【請求項７】
　前記光学レンズは、
　湾曲面で規定される空洞と、
　前記空洞を囲うように配置された射出面と、
　前記発光素子に対向する入射面と、を備え、
　前記入射面上の第１の点から、前記湾曲面上の第２の点に引いた直線と、前記第２の点
における法線の成す角度θについて、
　ｓｉｎθ＞１／ｎ
　ｎ：レンズを構成する材料の屈折率
　の関係を満たすことを特徴とする請求項６の照明装置。
【請求項８】
　前記光学レンズの前記射出面は、段部を有することを特徴とする請求項７の照明装置。
【請求項９】
　前記光学レンズの前記射出面は、曲率一定面であることを特徴とする請求項７または請
求項８の照明装置。
【請求項１０】
　前記光学レンズの上記通風路の中心軸が回転対称の対称軸と一致していることを特徴と
する請求項６乃至９のいずれかの照明装置。
【請求項１１】
　前記筒部材は、ミラー面を有し、
　前記ミラー面の断面は、前記光学レンズの湾曲面上の点のうち前記発光素子に最も近い
第３の点を中心とする円弧となる、
　ことを特徴とする請求項７乃至１０記載の照明装置。
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【請求項１２】
　前記ベース部材と前記発光素子を内包するカバー部材をさらに備え、
　前記カバー部材は、前記光学レンズの上記通風路を前記カバー部材の外の空間と連通さ
せる開口部を有する、
　ことを特徴とする請求項１乃至１１記載の照明装置。
【請求項１３】
　上記放熱部材は、上記ベース部材の上記第２面に熱的に接続された放熱フィンを備える
ことを特徴とする請求項１乃至１２記載の照明装置。
【請求項１４】
　上記ベース部材の上記第２面側に位置し、外部から電力を取り込む口金と、
　上記口金と接続された電源と、
　を備えた請求項１乃至１３記載の照明装置。
【請求項１５】
　上記ベース部材と上記カバー部材が光を透過する部材で接続されていることを特徴とす
る請求項１２乃至１４記載の照明装置。
【請求項１６】
　上記光学レンズの外縁が上記ベース部材の上記第１面と接触することを特徴とする請求
項１乃至１５記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、放熱機能を備えた照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＬＥＤ（Light-Emitting Diode）を用いた電球（ＬＥＤ電球）が開発されている
。ＬＥＤは、一般に、熱に弱いため、放熱のための構造が必要である。ＬＥＤ電球の放熱
構造として、例えば、電球本体の外面に放熱フィンを設けた構造が知られている。しかし
、このような放熱構造を採用すると、電球のサイズが大きくなり、見た目も良くない。
【０００３】
　このため、内部に冷却風を流すための構造を備えたＬＥＤ電球が開発されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＵＳ　２０１２／０１３９４０３　Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、電球内部に冷却風を流すと、ＬＥＤが埃で汚れて発光効率が低下する。また、
電球内部に設けた放熱のための構造（放熱フィンなど）が、ＬＥＤの光を吸収し、影がで
きてしまう。
【０００６】
　よって、高い発光効率を有するとともに放熱性が良好なＬＥＤ電球の開発が望まれてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態に係る照明装置は、発光素子を保持した第１面、この第１面と反対の第２面、
および第１面と第２面を連絡した貫通孔を有するベース部材と、このベース部材の第１面
側で発光素子に対向して配置された光学レンズと、ベース部材の第２面側でベース部材に
熱的に接触して配置された放熱部材と、を有する。光学レンズは、貫通孔に外気を導入す
るための通風路を有する。放熱部材は、通風路および貫通孔を介して導入される外気に接
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触して熱交換することで、発光素子の熱を放熱する。
【０００８】
　を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、第１の実施形態に係るＬＥＤ電球を部分的に破断した斜視図である。
【図２】図２は、図１のＬＥＤ電球を示す断面図である。
【図３】図３は、第２の実施形態に係るＬＥＤ電球を管軸に沿って切断した断面図である
。
【図４】図４は、図２の光学レンズの一部をベース部材に接触させた例を説明するための
部分拡大断面図である。
【図５】図５は、第１および第２の実施形態の第１の変形例を示す外観図である。
【図６】図６は、第１および第２の実施形態の第２の変形例を示す外観図である。
【図７】図７は、第１および第２の実施形態の第３の変形例を示す外観図である。
【図８】図８は、第１および第２の実施形態の放熱フィンをカバー部材に接触させた例を
示す部分拡大断面図である。
【図９】図９は、第１および第２の実施形態の放熱フィンとカバー部材との間に隙間を設
けた例を示す部分拡大断面図である。
【図１０】図１０は、従来のＬＥＤ電球の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、図３のＬＥＤ電球の変形例を示す断面図である。
【図１２】図１２は、図１１のＬＥＤ電球のカバー部材を分割した状態を示す斜視図であ
る。
【図１３】図１３は、図１１のＬＥＤ電球の放熱フィンの取付け構造を説明するための斜
視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しながら実施形態について詳細に説明する。なお、以下の説明では、
各実施形態（および各変形例）で同様に機能する構成には同一符号を付す。
【００１１】
（第１の実施形態）
　図１は、照明装置の第１の実施形態であるＬＥＤ電球１００を部分的に破断した斜視図
であり、図２は、このＬＥＤ電球１００を管軸に沿って２つに切断した断面図である。
【００１２】
　本実施形態のＬＥＤ電球１００は、複数個の発光素子１を実装した円環状の基板２と、
この基板２の裏面を接触させて取り付けた表面４ａ（第１面）を有するベース部材４と、
このベース部材４の表面４ａ側で上記発光素子１に対向して配置された光学レンズ６と、
ベース部材４の裏面４ｂ（第２面）側に配置された放熱部材８と、を有する。また、この
ＬＥＤ電球１００は、この他に、筒部材１０と、透明部材１２と、カバー部材１４と、電
源部１６と、口金１８と、を有する。
【００１３】
　ベース部材４は、円環板状のベース板２１、および長筒２２を一体に有する。ベース板
２１は、その中央に、表面４ａおよび裏面４ｂを連絡した円形の貫通孔２３を有する。長
筒２２は、略円筒形であり、その一端（図中下端）がベース板２１の貫通孔２３の周りに
一体に連結されている。つまり、貫通孔２３の内径と長筒２２の内径は同じである。長筒
２２の他端（図中上端）は、放射状に拡開している。このベース部材４は、ＬＥＤ電球１
００の管軸を中心にした回転対称形である。
【００１４】
　ベース板２１の裏面４ｂ側であって長筒２２の外側には、複数枚の板状の放熱フィン２
４が管軸を中心に放射状に設けられている。各放熱フィン２４の１つの端辺（図中下端辺
）は、ベース板２１の裏面４ｂに接触している。また、この端辺に隣接する各放熱フィン
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２４の別の端辺（内側の端辺）は、長筒２２の外面に接触している。つまり、各放熱フィ
ン２４は、ベース部材４のベース板２１および長筒２２に対して熱的に接触している。
【００１５】
　また、各放熱フィン２４のさらに別の端辺は、長筒２２の他端に沿って外側に傾斜して
いる。そして、各放熱フィン２４の残りの端辺は、カバー部材１４の内面に沿って湾曲し
てカバー部材１４に接触している。ベース部材４のベース板２１の外周縁とカバー部材１
４の内面との間には、円環板状の透明部材１２が設けられている。つまり、ベース板２１
および透明部材１２は、ＬＥＤ電球１００の管球内部の空間を管軸方向に２つに区画して
いる。
【００１６】
　ベース部材４の長筒２２および複数枚の放熱フィン２４は、放熱部材８として機能する
。つまり、複数個の発光素子１から放射された熱は、基板２を介してベース部材４のベー
ス板２１に伝えられ、長筒２２、および複数枚の放熱フィン２４を介して放熱される。こ
のとき、複数枚の放熱フィン２４を介してカバー部材１４にも熱が伝えられる。各放熱フ
ィン２４と透明部材１２とは接触していない。
【００１７】
　光学レンズ６は、その中心に、上述したベース部材４の貫通孔２３に外気を導入するた
めの通風路として機能する開口部２５を有する。光学レンズ６は、管球の外面の一部を構
成するようにカバー部材１４の外面になだらかに連続した湾曲面３１を有する。湾曲面３
１の内側は、開口部２５の内面につながる。また、光学レンズ６は、貫通孔２３の周りに
配置された複数個の発光素子１に対向する、湾曲面３１に連続した円環状の入射面３２を
有する。また、光学レンズ６は、その外周端に管軸に沿った射出面３３を有する。さらに
、光学レンズ６は、入射面３２を介して入射された光を湾曲面３１との間で全反射させて
射出面３３へ導くための反射凹面３４を有する。つまり、光学レンズ６の表面は、湾曲面
３１、入射面３２、射出面３３、および反射凹面３４を連続させたものである。
【００１８】
　筒部材１０は、比較的短い円筒であり、光学レンズ６の開口部２５内に配置される。筒
部材１０の内径も、ベース部材４の内径と同じである。なお、基板２の中央にある開口部
の径は、筒部材１０の外径より僅かに大きい。筒部材１０の一端（図中上端）はベース部
材４のベース板２１の表面４ａに当接する。筒部材１０の外面は、光学レンズ６の開口部
２５の内面に接触する。そして、光学レンズ６の射出面３３の一部が、カバー部材１４の
端面１４ａに接触する。光学レンズ６の射出面３３には、カバー部材１４と接触しない段
部２６が設けられている。光学レンズ６の湾曲面３１は、光を全反射させるだけではなく
、それと同時に開口２５に空気を良好に流通させることが可能な流線形状になっている。
つまり、光学レンズ６は、配光制御とともに、放熱特性の向上の機能も合わせ持つ。また
、段部２６を設けることにより、段部２６に導かれた光がカバー部材１４に入射してさら
に導光されることを防ぐ効果がある。これにより、導光による光損失を低減することがで
きる。
【００１９】
　筒部材１０を光学レンズ６に接触させて開口部２５内に挿入配置すると、複数個の発光
素子１を囲む空間が形成される。つまり、この空間は、光学レンズ６の入射面３２、反射
凹面３４、段部２６、カバー部材１４の内面の一部、透明部材１２の表面、ベース板２１
の表面４ａ、および筒部材１０の外周面の一部によって囲まれている。このため、開口部
２５を介して導入される外気が発光素子１に接触することがなく、発光素子１が埃で汚れ
る心配もない。
【００２０】
　なお、電源部１６の管球側の端部（図中下端）は、球状に湾曲されている。これにより
、開口部２５の筒部材１０および長筒２２を介して管球内部に導入された外気が、カバー
部材１４の収束した一端（図中上端）側のもう１つの開口部２７を介して排気される際の
空気抵抗を低くすることができ、ＬＥＤ電球１００の内部に空気を良好に流通させること
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ができ、放熱性能を高めることができる。
【００２１】
（第２の実施形態）
　図３は、第２の実施形態に係るＬＥＤ電球２００を管軸に沿って２つに切断した断面図
である。図３は、第１の実施形態の説明に用いた図２に対応する。本実施形態のＬＥＤ電
球２００は、上述した第１の実施形態のＬＥＤ電球１００と基本的に同じ構造および機能
を有する。
【００２２】
　ＬＥＤ電球２００は、複数個の発光素子１を環状に実装した基板２を接触させて配置し
た表面４ａを有する円環板状のベース部材４１を有する。本実施形態のベース部材４１は
、第１の実施形態のベース部材４とは異なり、長筒２２に相当する構成を有していない。
代わりに、ベース部材４は、その裏面４ｂ側で貫通孔２３の周りに、複数枚の放熱フィン
２４の一部をそれぞれ受け入れる複数の溝４２を有する。また、ベース部材４１の外周縁
はカバー部材１４の内面まで達している。つまり、本実施形態のＬＥＤ電球２００は、第
１の実施形態の透明部材１２に相当する構成も有していない。
【００２３】
　ベース部材４１の表面４ａには、複数個の発光素子１を実装した円環状の基板２を収容
配置するための凹部４３が設けられている。凹部４３の外径は基板２の外径より僅かに大
きい。そして、凹部４３の外周縁と基板２の外周縁との間の円環状の隙間には、光学レン
ズ４４の外周縁からベース部材４１に向けて突出した円筒部分４５が挿入配置される。
【００２４】
　光学レンズ４４は、発光素子１に対向した入射面４６、入射面４６の内縁から連続した
湾曲面４７、および入射面４６の外縁および湾曲面４７の外縁をつなげた射出面４８を有
する。射出面４８は、内側に屈曲した形状をしている。湾曲面４７と射出面４８の境界部
分４９ａで、光学レンズ４４は、カバー部材１４の内面に接触している。
【００２５】
　筒部材５１は、略円筒形であり、その一端（図中上端）が、貫通孔２３の周りでベース
部材４１の表面４ａに当接している。筒部材５１の内面は、その他端（図中下端）側に向
けて拡開している。筒部材５１の外面には、円弧状に湾曲して凹んだ環状のミラー面５２
（反射面）が設けられている。ミラー面５２の湾曲の中心は光学レンズ４４の入射面４６
と湾曲面４７との間の境界部分４９ｂである。光学レンズ４４の湾曲面４７と筒部材５１
のミラー面５２との間にはギャップが設けられている。つまり、光学レンズ４４と筒部材
５１は接触していない。これにより、光学レンズ４４と筒部材５１が熱的に分離され、光
学レンズ４４の昇温による劣化を防ぐことができる。ただし、構成はこの限りではなく、
光学レンズ４４と筒部材５１は接していてもよい。接している場合は、光学レンズ４４を
しっかりと固定することが可能となる。
【００２６】
　カバー部材１４は、図中下端近くの中央部に、筒部材５１の内面とつながる傾斜面１５
ａを有する折り返し部１５を有する。折り返し部１５の先端縁は、筒部材５１の他端（図
中下端）に当接している。つまり、カバー部材１４の内面の一部、折り返し部１５の内面
、筒部材５１の外面、およびベース部材４１の表面４ａで囲まれた空間に光学レンズ４４
と発光素子１が配置されている。これにより、本実施形態でも、発光素子１が、筒部材５
１の内側を通して導入される外気に触れることがない。
【００２７】
　本実施形態のＬＥＤ電球２００は、ベース部材の長筒を有していないため、折り返し部
１５および筒部材５１を介してベース部材４１の貫通孔２３に導かれた外気は、複数枚の
放熱フィン２４に接触して流れる。そして、複数枚の放熱フィン２４の間を流れた外気が
、電極部１６の球面とカバー部材１４の一端（図中上端）との間の円環状の開口部２７を
通して排気される。
【００２８】
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　なお、複数枚の放熱フィン２４と電源部１６の間には、連結ボルト６１が設けられてい
る。この連結ボルト６１は、カバー部材１４を電源部１６に対して回転させることで電源
部１６と放熱フィン２４を締結するものである。このため、連結ボルト６１のネジの方向
は、口金１８のネジの方向と同じ方向に設計されている。これにより、ＬＥＤ電球２００
を図示しないソケットに螺合して取り付ける際に、電源部１６と管球が分離する不具合を
生じることがない。
【００２９】
　以下、上述した第１および第２の実施形態のＬＥＤ電球１００、２００における機能や
効果についてより詳細に説明する。なお、以下の説明では、各実施形態に固有の機能や効
果について説明する場合を除いて、２つの実施形態に共通の機能および効果として説明す
る。
【００３０】
　光学レンズ６は、ＰＣ（Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）やＰＭＭＡ（Ｐｏｌｙ－ｍｅｔ
ｈｙｌ－ｍｅｔｈａｃｒｙｌａｔｅ）等の透過率の高い物質で構成され、指向性の高い発
光素子１から射出される光を広配光にする。光学レンズ６は、回転対称形であってもよく
、また、その回転対称軸が管軸と一致していてもよい。光学レンズ６が複数存在すること
もあり得る。発光素子１は環状に複数個配置されてもよい。お互いの色温度が異なる発光
素子１を複数用いれば、調光機能を持たせることができ、ＬＥＤ電球１００の発光色を変
えることもできる。
【００３１】
　仮に、発光素子１としてＳＭＤ（Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｍｏｕｎｔ　Ｄｅｖｉｃｅ：表面実
装）タイプのＬＥＤを用い、それを環状に複数個配置すると、光学レンズ６の管軸に沿っ
た高さはＬＥＤ発光面の寸法に比例する。一般的なＬＥＤの一辺の長さは１．５ｍｍであ
るが、この場合、光学レンズ６の高さは約９ｍｍで設計可能である。市販されているＥ２
６型のＬＥＤ電球のレンズ高さは３０～５０ｍｍが殆どであるため、本実施形態によれば
、発光部の管軸方向の寸法を小さくでき、より多くの領域を放熱のために利用できる。
【００３２】
　第２の実施形態の光学レンズ６は、湾曲面４７で規定される空洞と、この空洞を囲うよ
うに配置された射出面４６と、発光素子１に対向する入射面４６を備え、入射面４６上の
第１の点Ｐ１から、湾曲面４７上の第２の点Ｐ２に引いた直線と、第２の点Ｐ２における
法線の成す角度θについて、
　ｓｉｎθ＞１／ｎ
　ｎ：レンズを構成する材料の屈折率
　の関係を満たすことで、湾曲面４７に到達する光を光の吸収ロスがない全反射によって
射出面４８に導く。つまり、発光素子１から発せられる光を、光学レンズ６の側面方向に
効率よく導き、外部に射出させる。以上より、高効率で広配光な光学レンズ６を提供でき
る。
【００３３】
　さらに、光学レンズ６の射出面４８に内側に屈曲した部分を設けることで、屈曲した面
に入射する光束は広い範囲に屈折透過されて射出されるため、さらに広配光化が可能とな
る。或いは、光学レンズ６に射出面を設けずに、光学レンズ６をカバー部材１４の内面と
一体にすることで、カバー部材１４との間の空気の層を無くすことができ、反射ロスを低
減できる。このとき、カバー部材１４は曲率一定な領域を持つ面で構成されるため、光学
レンズ６の射出面を曲率一定面にする、と言い換えることもできる。
【００３４】
　光学レンズ６の湾曲面４７は、光を全反射させるだけではなく、それと同時に貫通孔２
３に空気を良好に流通させることが可能な流線形状になっている。つまり、光学レンズ６
は、配光制御とともに、放熱特性の向上の機能も合わせ持つ。
【００３５】
　ベース部材４（４１）と基板２の間に放熱グリスや熱伝導性両面テープ等のＴＩＭ（Ｔ
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ｈｅｒｍａｌ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ Ｍａｔｅｒｉａｌ）を設けることで接触熱抵抗を低減
することもできる。ベース部材４（４１）は、アルミ等の熱伝導率が高い物質で形成され
ている。基板２をベース部材４（４１）と別体にすることで、基板２に発光素子１を実装
し、ベース部材４（４１）に複雑な形状の機械加工を施すことができる。基板２は、ねじ
止め等によりベース部材４（４１）に固定される。
【００３６】
　筒部材１０（５１）は、ベース部材４（４１）の表面４ａに熱的に接続される。筒部材
１０（５１）は、光学レンズ６に対して、線または点で接触してもよい。筒部材１０（５
１）の断面は円筒型や多角形型等、様々な形状が考えられる。筒部材１０（５１）を空気
の流入側に設けることで、ＬＥＤ電球１００（２００）の内側に放熱面を設けることがで
きる。また、第１の実施形態では、ベース部材４の長筒２２の内面も放熱面として機能す
る。
【００３７】
　また、筒部材１０（５１）を金属やセラミック等の比較的熱伝導率の高い部材で形成す
ることで、空気の流入口付近の温度を高くすることができる。それにより、煙突効果によ
り空気が流入しやすくなる。また、第１の実施形態のように、光学レンズ６の一部が空気
の流入口に露出している場合、この部分を湾曲させることで、流入口での圧力損失を低減
できる。この曲面は、発光素子１から発せられた光を、全反射して光学レンズ６の内部に
導光させる効果もある。これにより、光を広配光に導くことが可能となる。
【００３８】
　図３に示す第２の実施形態のように、筒部材５１の外壁にミラー面５２を設けることで
、ミラー面５２に向かう光を効率よく光学レンズ４４の湾曲面４７に入射させることがで
きる。仮に、ミラー面５２の曲率の中心にある光学レンズ４４の境界部分４９ｂから光線
が射出されたと仮定すると、この光線は全て境界部分４９ｂに戻る。この点から考えると
、境界部分４９ｂより図中上方から射出された光線は、ミラー面５２によって、光学レン
ズ４４の湾曲面４７に向けて反射される。これにより、広配光が実現できる。
【００３９】
　また、見方を変えると、ミラー面５２の曲率の中心を、光学レンズ４４の湾曲面４７上
の点で、発光素子１に最も近い点（すなわち、境界部分４９ｂ）とすることで、発光素子
１から射出された光がミラー面５２によって発光素子１へ戻される成分を０に出来る。こ
れにより、発光効率を高めることができる。
【００４０】
　また、管球の内部に外気を流す流路が長いほど、煙突効果により放熱性能向上が見込め
る。煙突効果の駆動力である流入口内外の圧力差ΔＰは、以下の式で表せられる。
【数１】

【００４１】
　ここで、ρ：密度、Ｔ：温度、ｇ：重力加速度、ｈ：煙突高さ、添え字ｏ：外部、添え
字ｉ：内部、である。外部との温度差が大きいほど、または、煙突が長いほど、駆動力は
大きくなるため、効果が期待できる。
【００４２】
　カバー部材１４は、ベース部材４（４１）、筒部材１０（５１）、発光素子１、放熱フ
ィン２４を内包し、かつ管軸を中心とした回転体の形状を有する。また、カバー部材１４
は、球形状であったり円筒形状、多角形形状であったりと、様々な形状でもよい。さらに
、カバー部材１４の一部が立体角２［Ｓｒ］以上である球形状を有していてもよい。
【００４３】
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　第１の実施形態のように透明部材１２を設ける場合には、透明部材１２をカバー部材１
４と一体に成型してもよい。透明部材１２は、ＰＣ（Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）やＰ
ＭＭＡ（Ｐｏｌｙ－ｍｅｔｈｙｌ－ｍｅｔｈａｃｒｙｌａｔｅ）等の透過率の高い物質で
構成されることが望ましい。しかし、発光素子１から射出される光は、光学レンズ６によ
り配光されるため、カバー部材１４は、ＰＣ（Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ＰＭＭＡ
、ガラスなどの屈折率が十分高い素材でなくともよい。例えば、カバー部材１４の材料と
して、和紙などの紙やタコ糸等の多孔体を用いてもよく、用途に合わせたデザインを用い
ることができる。
【００４４】
　また、ＬＥＤ電球１００（２００）の放熱性を高めるため、光学レンズ６（４４）から
射出される光の１／２配光角の範囲外にある部材を金属やセラミック等の熱伝導率が高い
素材や、放射率が高い素材にすることができ、放熱性能をさらに向上させることができる
。
【００４５】
　第１の実施形態のように、光学レンズ６の射出面３３にカバー部材１４と接触しない段
部２６を設けることで、射出面３３から射出される光の一部を段部２６を介してカバー部
材１４の内面に照射できる。これにより、カバー部材１４の端面から導光させる光の他に
、カバー部材１４に直接入射しない光を射出でき、器具効率を向上させることができる。
つまり、この場合、カバー部材１４を導光する光の吸収や反射を減らすことができ、吸収
ロスや反射ロスを少なくでき、ＬＥＤ電球１００の発光効率を向上させることができる。
【００４６】
　また、上述した各実施形態のように、発光素子１を、ベース部材４（４１）、光学レン
ズ６、カバー部材１４、筒部材１０（５１）などで覆う構造とすることで、発光素子１に
外気が接触することを防止でき、埃等の侵入を防ぐことができる。また、例えば、図４に
示すように、光学レンズ６の射出面３３と反射凹面３４との間の境界部分４９ｃをベース
板２１の表面４ａに接触させることでも、発光素子１、光学レンズ６の反射凹面３４、お
よび入射面３２を外気に触れないようにすることもできる。
【００４７】
　第１の実施形態のように、光学レンズ６から射出される光の１／２配光角の範囲にベー
ス部材４や放熱フィン２４を設けない工夫をすることにより、高い器具効率を達成するこ
とができる。つまり、第１の実施形態では、ベース板２１の外周縁とカバー部材１４との
間に透明部材１２を配置することで、光学レンズ６から射出された光の略全てをカバー部
材１４に導くことができる。
【００４８】
　また、この構成により、ベース部材４（４１）を境界に、口金１８側に放熱機能を持た
せて、発光素子１側に発光機能を持たせることができ、熱と光の領域を分離でき、放熱性
能および発光性能を両立する上でのトレードオフの問題を解消することができる。これに
より、放熱フィン２４が光の遮蔽物とならないため、フィン形状を複雑化することができ
、設計の自由度を高めることができる。
【００４９】
　放熱フィン２４は、アルミ等の熱伝導率が高い物質で構成される。放熱フィン２４の表
面を鏡面にすることで反射率を高めることも可能である。または、放熱フィン２４の表面
を塗装することにより放射率を高めることも可能である。放熱フィン２４に穴等を形成す
ることも可能である。これにより、管軸を水平にした姿勢でＬＥＤ電球１００（２００）
を取り付けた場合であっても、自然対流により上昇した空気を放熱フィン２４に設けた空
隙に通過させることができ、放熱性能の低下を防ぐことができる。放熱フィン２４は様々
な形状が考えられ、放射状に扁平な放熱フィン２４が配置されるとは限らない。
【００５０】
　また、放熱フィン２４に回転機構を設けて、強制空冷にすることも可能である。例えば
、ＬＥＤ電球１００（２００）の内部に管軸に沿った回転軸を配置し、この回転軸に対し
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て複数枚の放熱フィン２４を回転可能、或いは管軸とともに複数枚の放熱フィン２４を回
転可能にすることで、管球内部に空気の速い流れを形成し、放熱フィン２４を効率よく放
熱することができる。また、管球内部の空気の質量流量を多くすることで、放熱フィン２
４近傍の空気の温度を下げることができる。或いは、排気側の開口部２７の近くにファン
などの回転体を設けてもよく、強制排気の機能を付加することでも、放熱フィン２４によ
る放熱量を増加させることができる。また、回転体自体をアルミなどの熱伝導率が高い材
料で形成することで、回転体からの放熱量を多くすることもできる。
【００５１】
　ここで、比較例として、従来のＬＥＤ電球の一例を図１０に示す。この比較例のＬＥＤ
電球では、ＬＥＤ１０１での発熱の殆どを熱伝導により基板１０２およびベース１０３を
介して放熱体１０５に伝え、そこから自然対流および輻射で環境中に放熱している。なお
、図１０において、符号１０４はカバーを示し、符号１０８は電源部を示し、符号１０９
は口金を示す。この比較例においては、熱伝導性を良くするためにベース１０３、放熱体
１０５は熱伝導率の高い金属またはセラミックを使用する。さらに放熱体１０５の表面積
の拡大（フィン構造）による自然対流による熱伝達量の増加や、特殊なコーティングによ
る放射率の向上で輻射熱の伝達量の増加を図っている。
【００５２】
　これに対して、本実施形態では、カバー部材１４の内部で放熱を行うことが可能である
ため、金属やセラミックを露出することなく要求された放熱性能を小型で達成することが
可能である。したがって、比較例の放熱体１０５のような部位は必要なく、白熱電球のフ
ォルムにより近づけることが可能である。
【００５３】
　電源部１６は、図示しない電源ケースや電源回路を有し、光学レンズ６から射出される
光の１／２配光角の範囲外に設置される。電源回路は電源ケースに内包され、電源ケース
は外部から電流を取り込む口金１８と接続される。電源回路の熱を電源ケースへ伝えるた
めに、樹脂や熱伝導グリスを電源ケース内に充填することも可能である。電源部１６と、
ベース部材４（４１）、放熱フィン２４、筒部材１０（５１）、あるいはカバー部材１４
と、の接触を極力避けることにより、発光素子１の発熱の影響が電源回路に影響しないよ
うにすることが好ましい。さらに、電源ケースの形状を電源回路の形状に沿うように成形
することで、カバー部材１４の内部の空気が流出、流入しやすいようにすることが可能で
ある。
【００５４】
　また、上述した各実施形態において、樹脂により形成した部品と、金属等の線膨張率が
著しく異なる部品と、の間にＯリングやシリコン等の弾性体を挟むことにより、熱応力を
低減させることができる。
【００５５】
　以上説明したように、第１および第２の実施形態によれば、発光素子１に対する防塵を
確保した上で、出力を大きくすることができるとともに、高い発光効率を維持することが
でき、器具のサイズが大きくなるのを抑制することができる、ＬＥＤ電球を提供すること
が可能となる。
【００５６】
（変形例）
　以下、上述した実施形態の変形例について説明する。　
　図５に示す第１の変形例では、カバー部材１４に複数の通気開口７１を設けた。これに
より、管球内部を流れる空気の量（流入量および流出量）を増加することができる。通気
開口７１の位置、大きさ、個数などはこれに限定されない。放熱フィン２４の近傍を開口
することで内部構造を目視しにくくし、デザイン性を維持した上で、放熱性能を向上させ
ることができる。なお、図５に示す例では、電源部１６側のカバー部材１４の端部の近く
に通気開口７１を設けたため、カバー部材１４の端部を電源部１６のフランジ部１６ａま
で延ばすことができ、外観を良好にできる。
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【００５７】
　また、図６に示す第２の変形例のように、カバー部材１４にスリット状の複数の細長い
通気開口７２を設けることにより、ＬＥＤ電球の内部構造をより見え難くすることができ
る。この際、通気開口７２を放熱フィン２４の近傍に設けることで、放熱性能を向上させ
ることもできる。
【００５８】
　上述した第１および第２の実施形態では、カバー部材１４の中心を開口させて外気を導
入するようにしたが、図７に示す第３の変形例のように、カバー部材１４の中央に大きな
開口部を設ける代わりに多数の孔７３を設けて、外気を導入するようにしてもよい。この
場合、カバー部材１４の内部へ虫等が侵入する不具合を防止することができる。
【００５９】
　また、図８に示すように、複数枚の放熱フィン２４をカバー部材１４の内面に接触させ
ることで、カバー部材１４に放熱フィン２４の熱を伝えることができ、放熱性能を向上さ
せることができる。あるいは、図９に示すように、カバー部材１４と放熱フィン２４の間
に隙間を設けることで、カバー部材１４の外側から放熱フィン２４の影を見え難くするこ
とができる。
【００６０】
　また、図１１に示すように、第２の実施形態のＬＥＤ電球２００のベース部材４１の代
わりに、長筒２２を有する構成を採用しても良い。この場合、複数枚の放熱フィン２４の
端縁を受け入れる複数のスリット２２ａを長筒２２に設けても良い。また、図１３に示す
ように、複数枚の放熱フィン２４の他の端縁を受け入れる複数のスリット２１ａをベース
板２１に設けても良い。いずれの構成も、接触熱抵抗を減少させることができ、放熱フィ
ン２４の熱をベース部材に良好に伝える機能を提供できる。さらに、上記のように、ベー
ス部材に放熱フィン２４を取り付けるためのスリット２１ａ、２２ａを設けることで、組
立性を良好にできる。図１２に示すように、カバー部材１４を管軸方向に分割することで
、組立性を良好にできる。
【００６１】
　以上述べた少なくともひとつの実施形態の照明装置によれば、ベース部材４（４１）の
表面４ａ側に発光素子１を設けるとともにベース部材４（４１）の裏面４ｂ側に放熱構造
２２、２４を設けたため、発光効率を高めることができ、放熱性を良好にできる。
【００６２】
　いくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したものであり
、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様々な形態
で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え
、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれる
と同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるものである。
【００６３】
　例えば、上述した実施形態では、カバー部材１４側に設けた開口部２５を介して外気を
導入して反対側の開口部２７を介して排気する例について説明したが、これに限らず、Ｌ
ＥＤ電球１００（２００）を逆さにして取り付けた場合には、空気の流れは逆になる。つ
まり、この場合、口金１８側の開口部２７を介して導入した外気をカバー部材１４側の開
口部２５を介して排気することになる。いずれの場合であっても、発光性能を低下させる
ことなく、十分な放熱を可能にする。
【符号の説明】
【００６４】
　１…発光素子、２…基板、４…ベース部材、４ａ…表面、４ｂ…裏面、６…光学レンズ
、８…放熱部材、１０…筒部材、２１…ベース板、２２…長筒、２３…貫通孔、２４…放
熱フィン、２５、２７…開口部。
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